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研究成果の概要（和文）：本研究では、体組成測定結果を用いて運動習慣の形成を促進し、その効果を明らかに
することを目的として調査を行った。
体格については、各学年において男女差はみられなかったが、体脂肪率は学年が進むにつれ、女子の体脂肪率の
増加が顕著となった。
総身体活動量は男女ともに、5・6年時よりも4年時の方が多かった。活動強度別では、高強度活動量には有意差
はなく、中等度活動量では男子において4年時に多く、低強度活動量については、男女ともに4年時が最も多かっ
た。このことから、種目としてのスポーツから得られる運動量は確保されているものの、歩行等の日常生活にお
ける身体活動が、学年進行に伴い減少していることが窺えた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to promote the formation of an exercise habit 
using the results of body composition measurements and to determine its effectiveness.
No gender differences were found in body composition at each grade level, but the increase in body 
fat percentage among girls became more pronounced as they progressed through the grades.
Total physical activity was higher in the fourth grade than in the fifth and sixth grades for both 
sexes. By activity intensity, there was no significant difference in high-intensity activity, while 
moderate-intensity activity was higher in the 4th grade for boys, and low-intensity activity was 
highest in the 4th grade for both sexes. This suggests that although the amount of physical activity
 obtained from sports as a discipline was secured, physical activity in daily life, such as walking,
 decreased with the progression of the grade.

研究分野： 公衆衛生学、学校保健、行動科学

キーワード： 体組成　発育　運動習慣　成長期　疫学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
成長期に十分な骨量や筋量、および適度な脂肪量を獲得することは、将来の骨粗鬆症やサルコペニア、生活習慣
病などの予防にとっても重要であり、成長の各段階に適応しながら運動習慣が形成される必要がある。体組成測
定結果を用いた運動習慣形成について明らかにする本研究は、生涯にわたり運動習慣を形成・保持するための基
礎的な知見を与え、且つ今後の運動習慣の行動変容に関する学問の発展や実践にも寄与する重要な位置づけとな
る研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
運動習慣の形成は骨・筋量の獲得や生活習慣病の予防など、子どもの健全な成長や生涯を通じ

た健康へ貢献することが報告されている。しかしながら、運動習慣が形成されている割合は 20
歳代男女で 20-30%程度であることから、運動習慣の形成が課題となっている。運動習慣の形成
には行動変容が求められるが、これまでは体力の向上等を目標とすることが多く、成長や健康の
ための行動変容には至らない場合が多い。また行動変容は、禁煙や薬物乱用のように目標が集団
で共有できる場合には有効性が報告されているが、運動や食事などの行う種類、時間、実行方法
が各個人で異なる場合は、画一的な集団教育では行動変容に至らない者も多く、一旦行動変容を
した者もプログラム終了後には継続しない場合が多い。加えて、これら行動変容に至らない場合
は対象者に共通の教材を用いたプログラムが多く、各個人の運動習慣形成による効果が骨量や
筋量などの体組成データ等で可視化されないため、行動変容のモティベーションに至らない場
合が多い。 
一方、体組成は骨・筋・脂肪等から構成され、運動習慣が深く関わる骨量や筋量を直接測定で

きることが特徴であるため、運動の効果や健康状態をより容易にかつ直接的に把握できる。これ
までに二重エネルギーエックス線吸収測定法（dual energy x-ray absorptiometry、以下 DXA
法）装置が搭載されたバスを用いて兵庫県淡路市の小・中学生、約 1,200 名を対象として、DXA
法による体組成測定を実施し、骨量・筋量・体脂肪量と食習慣や運動習慣との関連について報告
した。また、ここで測定した体組成結果は小・中学生の健康指標として個々人に提供され、保健
教育の題材として活用されている。 
従って、本研究では、体組成測定結果を用いて運動習慣の形成を促進し、その効果を明らかに

することを目的として調査を行った。 
 
 
２．研究の目的 
DXA 法による体組成の測定結果を用いて運動習慣の状態や運動習慣形成の効果を可視化する

ことにより、運動習慣の形成を促進し、その効果を明らかにするために下記 2点について検討を
行った。 
①体組成測定結果はこれまで発育発達の指標として用いられてきた身長・体重・肥満度と比べ発
育状態をどれくらい反映することができるのか？ 
②体組成結果を用いることにより、運動習慣形成の効果がどれぐらい向上するのか？ 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、DXA 法による体組成の測定結果を用いて運動習慣の状態や運動習慣形成の効果を

可視化することにより、運動習慣の形成を促進し、その効果を明らかにすることを目的とした。
そのために①体組成測定結果は、これまで発育発達の指標として用いられてきた身長・体重・肥
満度と比べ発育状態をどれくらい反映することができるのか、②体組成結果を用いることによ
り、運動習慣形成へどれぐらい貢献できるのか、を明らかにするために、（1）DXA 法による体組
成測定結果と身長・体重・肥満度との比較、（2）運動習慣形成への影響について運動量および運
動への意欲並びに関連する項目の質問紙調査を行った。対象者は、意思決定や行動選択が顕在化
する小学 4年生 168 名（2019 年度）（兵庫県姫路市）とし、そのうち同意が得られた 101 名（男
子 54 名、女子 47名）について検討を行った。調査時期は 2019 年 10 月（4年生時）、2020 年 10
月（5年生時）、2021 年 10 月（6年生時）である。 
【DXA 法による体組成測定】体組成を構成する骨・筋・脂肪の増減は運動習慣が反映されるとと
もに、骨・筋・脂肪の過不足により発育や健康状態の把握も可能であるため、体組成を測定した。
DXA 法による体組成測定装置（Hologic 社, QDR4500）を搭載したバスを学校に持ち込み体組成測
定を行った。対象者は DXA 法測定装置検査台に、一人当たり 3～5分間臥床し、撮影を行った。
DXA 法での測定結果と身長・体重・肥満度について比較し、発育状態をどの程度反映しているの
かを検証した。なお、2021 年度は測定機器の不調により DXA 法での測定ができなかったが、イ
ンピーダンス法での測定を行った。 
【運動習慣の形成要因に関する質問紙作成・調査】運動習慣や運動への意欲を明らかにするため
に以下の質問紙で調査を行った。身体活動量の評価には国際標準化身体活動質問票（IPAQ）を用
いた。運動への意欲は運動行動の変容段階、運動セルフエフィカシー尺度および身体活動の恩
恵・負担尺度を用いて評価した。また、体組成は運動習慣の他に、食習慣をはじめ、多様な因子
の影響を受けていることが考えられるため、生活習慣や食行動・食態度についても測定した。 
 本研究への参加については、研究の目的、予想される結果、参加者の受ける利益と不利益など
を文書で説明し、署名をもって承諾を得た。本研究は近畿大学医学部倫理委員会の承認のもとに
行った。 
 



４．研究成果 
3 年間の追跡ができたのは 168 名中、101 名（男子 54名、女子 47名）であった。身長、体重、

肥満度、腹囲、腹囲身長比について t 検定を用いて各学年において男女間の差をみたところ、5
年生時の腹囲身長比にのみ有意差がみられ、男子が女子よりも高い値であった。その他の項目で
は有意差はみられなかった。 
 

（1）DXA 法による体組成測定結果と身長・体重・肥満度との比較 
 DXA 法による体組成測定結果（骨塩量、骨密度、全身脂肪量、除脂肪軟部組織量、体脂肪率）
と身長、体重、肥満度との間で相関分析を行った。骨塩量は男女ともすべての項目で有意な正の
相関がみられたが、身長、体重に比べて肥満度との相関は低かった。骨密度は有意な関係はみら
れなかった。全身脂肪量では男女ともすべての項目で有意な正の相関がみられたが、身長に比べ
て体重、肥満度との相関が高かった。除脂肪量は男女ともすべての項目で有意な正の相関がみら
れたが、身長、体重に比べて肥満度との相関は低かった。体脂肪率との相関には性差があり、男
子ではすべての項目で有意な正の相関がみられたが、女子では体重、肥満度と有意な正の相関が
みられた。これらのことから、骨塩量や除脂肪量は身長・体重と関係が強く、全身脂肪量や体脂
肪率は体重・肥満度との関係が強いことが示された。 
 
（2）運動習慣形成への影響について運動量および運動への意欲並びに関連する項目の質問紙調
査 
 総身体活動量は男子において 4年時と 5年時、4年時と 6年時の間で有意差がみられ、いずれ
も 4年時の方が多かった。女子においては 4年時と 5年時の間で有意差がみられ、4年時の方が
多かった。活動強度別では、高強度活動量には有意差はみられなかったが、中等度活動量では男
子の 4年時と 5年時の間に有意差がみられ、4年時の方が多かった。女子には有意差はみられな
かった。低強度活動量については、男子において 4 年時と 5 年時、4 年時と 6 年時、5 年時と 6
年時の間で有意差がみられ、学年が上がるにつれ少なくなっていた。女子においては 4年時と 5
年時、4年時と 6年時の間で有意差がみられ、いずれも 4年時の方が多かった。 
 運動への意欲については、運動行動の変容段階、運動セルフエフィカシーのいずれについても
学年間で有意な差はみられなかった。また、身体活動の恩恵・負担感については、男女ともに 5
年時と 6 年時で有意差がみられ、5年時の方が恩恵を感じていた。 
 4 年時から比べて歩行を含む低強度の身体活動量が減少したことについては、2020 年 1 月頃
から新型コロナウイルス感染症の流行が始まり、特に 2020 年度は休校や緊急事態宣言の発出に
よる外出自粛要請もなど活動がしづらくなったことが関連していると考えられる。大きく生活
環境が変わってしまったこともあり、体組成測定結果を用いることによる運動習慣形成の効果
を評価するために、この 3 年間の調査に加えて、今後も引き続き研究を行っていく予定である。 
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